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直 播 ′ 移 植 に よ る ハ ウ ス ネ ギ の 軟 白 技 術
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1 は じ め に

ネギは,国が指定する指定産地制度に取り上げられる作

物であり,野菜の重要な品目の一つである。ネギの消費は,

特に秋冬期に多いが,最近では春～夏期の需要が増加 しつ

つある。しかし,5月 ～8月 に収穫されるネギは,抽だい
や肉質の硬化等の問題があり,品質の良いネギの生産は少
ない。

そこで,春先の生育促進と抽だい防止及び高品質ネギの

生産を目的に,パイプハウスを利用した直播きやチェーン

ポットによる移植栽培と,フ ィルム軟自法
〕)に よる品質 F・l

上について検討した。また,夏どリネギの収穫後に秋どり

栽培を組み合わせた,パイプハウスの効率的利用について

も検討したのであわせて報告する。

2試 験 方 法

(0 試験場所及び土性 :宮城園試パイブハウス85,結+^

0)1区面積及び反復 :15ご ,2反復 (1区100株 )
13)試験区男1

1)試験 1:夏 どり直播栽培
供試品種 :`金長 3号 '`長悦 '

播種時期 :1995年 12月 20日 (パイプハウス内直播)

発芽後株間 3 cmに 間引き。

軟自開始時期 :1996年 6月 7日

収穫月日 :1996年 7月 17日

2)試験 2:夏どり移植栽培
供試品種 :`金長 3号 '`東京夏黒 2号 '

`東京冬黒一本'`長悦 '

播種時期 :1996年 11月 29日 (2粒 /ポ ット)

(日 甜社製 CP303チ ェーンポット使用)
パイプハウス内定植 :1997年 2月 7日

軟自開始時期 :1997年 6月 9日

収穫月日 :1997年 7月 16日

3)試験 3:秋どり栽培 (パイプハウス内播種床,露地
育苗,パイプハウス定植,軟白処理)

供試品種 :`金長 3号 '`東京夏黒 27
`東京冬黒一本 '

播種時期 :1996年 3月 2日

(日 甜社製 CP303の チェーンポット利用可能)

露地移植時期 :1996年 5月 22日

パイプハウス内定植 :1996年 8月 28日

軟自開始時期 :1996年 10月 3日

収穫月日 :1996年 11月 6日

に)耕種概要
1)施肥量 :チ ェーンポットの用上は市販のネギ専用

培土でN-4701g/′ (ネ ギ専用培土,三井東圧), ピー ト
モス主体のものを使用した。露地育苗畑及びパイプハウス

本ぱともにN-20,P-20,K-20峰 /aを施用した。
2)栽植様式 :う ね間50cm,株間 3 cm,3条植え6,666
本/a。

3)保温方法 :チ ェーンポットでの育苗は,最低12℃
に設定した加温育苗ハウスで行った。本ぱは,冬期間は内

張リカーテン1層 +4ヽ トンネル1層で保温した。内張リカー

テン及び小 トンネルは農ポリ005皿を使用した。さらに ,
試験 1,2と も3月下旬まで夜間はポリ・小 トンネルの上
に保温マットをかけた。

4)軟白方法 :葉鞘径が181m程度に達した時期に遮光
フィルム (ホ ヮイトンルバー100,ト ーカン社製)を用い
て,軟白長40cmを 目標に行った。

5)試験 3では,夏どリネギの収穫終了後パイプハウ
スに定植した。定植時のネギは葉数 3枚に調整し定植作業

がしやすいように,葉鞘部の上部20m程度のところで切断

した。

6)各試験ともうね間に灌水チュープを設置し,適宜
灌水をおこなった。

3 試験結果及び考察

(1)試験 1:供試した品種のうち `長悦' は葉鞘部のし
まりがやや劣り,分けつも発生するが極晩抽性のため,主
に春どりに,`金長 3号'は抽だい性は「並Jで ,葉鞘部の

しまりがよく,低温及び高温時の伸長も良好で,分けつも

少ないため秋冬どりに利用される品種である`ゝ 両品種と

も12月 20日播種,収穫前の軟自期間を40日 にすることで ,

軟自長約40ooを確保し,7月 17日 に収穫することができた。
.金
長 3号'は25%の抽だいがみられたが `長悦・ に比べ
葉鞘の肥大,伸長,葉鞘部のしまりが良好であった。収量

性や品質の点から判断すると,こ の作型では極晩抽性の

`長悦'を用いる必要はなく,通常の秋冬ネギ品種である
`金長 3号'を利用することが可能であった。
佗)試験 2:供試した各品種とも6月 9日 におおむね葉
鞘径が18omに 達し,7月 16日の軟白終了時には調製後の葉
鞘径は147～ 16 9mmと なった。品種別では,試験 1と 同様
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に `長悦'の抽だいはみられなかったが `金長 3号'と比
較すると葉鞘部のしまりが劣り,葉鞘径は細かった。

.東

京夏黒 2号'は抽だい率が高く `東京冬黒一本' は葉鞘部
のしまりが劣った。移植によっても試験 1の直播と同様に

,

7月 中旬に収穫が可能であり,`金長 3号 'が適するもの
と考えられた。

表 1 夏どリネギ (直播)収穫時の生育
(平成 8年 7月 17日 50株調査)

品種名 雇番 路島テ 委鸞チ モ響ザ T)乗
餞

税 ;率
金長 3号 112  47  169  24  117  25

今回供試した品種のうちでは,`金長 3号 'が適 していた。
ハウスネギは露地慣行ネギ栽培と比較し,単位面積当た

りの栽植本数が多いので,収量は夏どり,秋どりともに700

～750kg/a程度となる。現在,市場の取扱量は極少ない
が,こ れをもとにした推定粗収益はかなり高いものと考え

られた。また,ホ ウレンソウ等の,葉茎菜との作付け組み

合わせも可能であり,連作障害回避"の点からも有望な品

目である。

表3 秋どリネギの収穫時の生育
(平成 8年 H月 6日 50株調査)

′ヽウス内趙貯 全長 軟白長 葉鞘径 葉鞘部 調製重長  悦 lm  39  15 8  19  96  00
しまり

2 1    117

20   107

注 軟自開始は6月 7日。葉鞘径,調製重は葉数 3枚 と
し,葉切りした値。

表 2 夏どリネギ (移植)の収穫時の生育
(平成 9年 7月 16日 (50株 )調査)

草丈 葉数 軟白長 葉尉径 葉鞘部 調製重 抽だい率

囃 )(C10)(Im)し まり g/本  (%)
金長 3号 10739 35 155 20 182  50
東京夏黒2号  97 37  33  169  22  205  180
東京冬黒一本 99 37  39  158  16  205   00
長  悦 10735 36 147 18 145  00
注 葉数は調製後の枚数。調製重は葉切りしていない状
態。しまり,1:緩い, 2:ヤ ヤ緩い, 3:し まって
いる。

3)試験 318月 28日 のハウス内定植時には,各品種と
も葉鞘径が16mm程度に生育しており,11月 6日 には,ほ ぼ

同程度の葉鞘径 (調製後)で収穫することができた。この
作型では `金長 3号'が軟自部の伸長性に優れた。

4 ま  と  め

パイプハウスを利用した7月収穫夏どリネギ栽培では,

直播は12月 中旬にハウス内に播種,チ ェーンポット利用に

よる移植では,11月 下旬に播種,2月上旬にハウス内に定
植するすることで,軟白長35～40m,葉鞘径16mm程度のネ
ギの生産が可能であった。また,露地育苗した苗を 8月 中

旬～下旬にハウス内に定植することで,11月 に同様のネギ

を収穫することができた。また,いずれの作型においても

注 1)平成 8年 8月 28日調査。葉鞘径,調製重は葉を
3枚とし,葉切りした色 しまり,1:緩い,2:
ヤヤ緩い, 3:し まっている。

″   秋どり7001g/a400円/峰 280,000円/a
慣行露地ネギ 夏どり400kg/a278円 /k8 111,200円 /a

注 軟自ネギ :FG ttL規格50本入り1ケ ース5 kg,慣
行露地ネギ :立ネギL規格45本 M規格∞本入り1ケ ー
ス5聴。軟自ネギの単価は平成10年 7月 ～11月 に仙台
市場で取り扱われた北海道産単価を参考にした。
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品種

表4 ハウス軟自ネギのa当たり粗収益

ハウス軟白ネ

夏どり ◎        ▲ ▲
秋 どり

~▲ ~~~~r■ 口口rl■ロ

口螢白41L理   ◇露地仮植

図 1 移植栽培でのハウス利用体系

■収穫◎は種 ▲ハウス内定植
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